






























































































































博
物
館
長
と
歩
く

　
　
　
　植物
観
察
会

写
真
撮
影
と
植
物
メ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
る
博
研
究
員

　
　山本
美
恵
子

鶴

　るみ
子

立
川

　義雄

写
真
撮
影
協
力

　
　島根

　
　栄

案
内

　交流
館

　
　安嶋

　
　隆

1  

は
じ
め
に

博
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察
会
は
「
交
流
館
周
辺
や
村
内
各
地

を
歩
い
て
植
物
を
観
察
し
、
身
近
な
自
然
環
境
に
親
し
み
、
郷
土

理
解
を
深
め
る
。」
こ
と
を
目
標
に
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
９

時
00
分
か
ら
11
時
に
実
施
し
た
。

2  

各
観
察
会
の
日
時
、
観
察
テ
ー
マ
、
観
察
場
所

※
本
文
中
の
地
図
は
電
子
地
形
図
２
５
０
０
０
（
国
土
地
理
院
）

を
加
工
し
て
作
成
し
た
。

令
和
６
年

●
４
月
20
日
（
土
）、
桜
の
見
分
け
方
。
船
場
集
会
所
・
東
海
村
営

農
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
と
船
場
稲
荷
神
社

●
５
月
18
日
（
土
）、
道
ば
た
の
雑
草
を
区
別
す
る
。
石
神
城
址
公

園
周
辺

●
６
月
８
日
（
土
）、
雑
木
林
の
樹
木
と
ナ
ラ
枯
れ
。
押
延
た
め
池

い
こ
い
の
森

●
７
月
27
日
（
土
）、
ク
ロ
マ
ツ
林
内
の
植
物
。
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森

●
８
月
17
日
（
土
）、
標
本
で
外
来
植
物
を
知
る
。
中
央
公
民
館

●
９
月
21
日
（
土
）、
水
田
雑
草
と
外
来
植
物
。
真
崎
ふ
れ
あ
い
の

森

●
10
月
19
日
（
土
）、
実
と
樹
皮
か
ら
樹
木
の
名
前
を
知
る
。
豊
受

皇
大
神
宮
周
辺

●
11
月
16
日
（
土
）、
紅
葉
の
し
く
み
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」

周
辺
の
雑
木
林

●
12
月
21
日
（
土
）、
葉
痕
や
冬
芽
か
ら
樹
木
の
種
類
を
知
る
。
白

方
コ
ミ
セ
ン
周
辺

令
和
７
年

●
１
月
18
日
（
土
）、
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
冬
越
し
す
る
植
物
を
探
す
。

交
流
館
周
辺

●
２
月
15
日
（
土
）、
押
し
ば
標
本
作
成
方
法
。
交
流
館

●
３
月
22
日
（
土
）、
春
の
植
物
。
交
流
館
周
辺

3  

観
察
会
で
心
が
け
た
こ
と

第
１
は
「
植
物
に
親
し
む
」
こ
と
。

気
に
な
っ
た
植
物
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
り
、
お
互

い
に
教
え
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
雑
談
を
し
な
が
ら
植
物
と
と
も

に
親
し
む
。
そ
し
て
全
員
が
参
加
者
の
１
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識

す
る
。

第
２
に
は
「
五
感
」
を
使
う
こ
と
。

・
目
で
観
て
、
葉
の
形
態
や
花
の
構
造
を
観
察
し
て
み
る
。

・
噛
ん
で
み
て
、
果
実
の
味
や
茎
の
苦
み
を
感
じ
る
。

・
手
の
感
触
で
葉
や
茎
の
ざ
ら
つ
き
や
毛
の
生
え
方
を
感
じ
る

・
嗅
い
で
み
て
、
花
や
葉
の
臭
い
の
違
い
を
感
じ
る
。

・時
に
は
耳
を
澄
ま
し
て
、
草
や
木
の
そ
よ
ぐ
音
に
注
意
し
て
み
る
。

第
３
に
は
植
物
を
知
る
こ
と
は
歴
史
、
民
俗
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

に
通
じ
て
い
る
。

・
植
物
名
の
由
来
や
花
の
つ
く
り
を
知
る
と
先
人
た
ち
の
生
活
や
人

と
植
物
の
関
わ
り
合
い
が
思
い
浮
ぶ
。

・
先
人
は
食
用
、
薬
草
、
生
活
用
具
な
ど
、
植
物
を
日
常
生
活
の
中

で
ご
く
普
通
に
利
用
し
て
い
た
。

・
野
外
で
の
観
察
か
ら
先
人
の
生
活
の
知
恵
を
学
ん
で
み
よ
う
。

4  

各
月
の
観
察
内
容
と
記
録

●
４
月
20
日
（
土
）
桜
の
見
分
け
方

(1)
コ
ー
ス
　船
場
集
会
所
と
船
場
稲
荷
神
社

(2)
観
察
内
容

①
船
場
集
会
所
と
船
場
稲
荷
神

社
の
桜

船
場
集
会
所
の
桜
は
昭
和
53

年
３
月
に
結
城
市
の
日
本
花
の

会
よ
り
、
７
品
種
約
１
０
０
本

購
入
し
て
植
え
ら
れ
た
と
い

う
。
集
会
所
広
場
の
大
き
く
成

長
し
た
サ
ク
ラ
は
地
元
住
民
の

手
で
大
切
に
見
守
ら
れ
て
い

る
。
船
場
稲
荷
神
社
で
は
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
と
ソ
メ
イ
シ
ノ
が
満
開
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
な
桜(

品
種
を
含
む)

を
観
察
し
た
。

ウ
コ
ン(

鬱
金)

、
カ
ン
ザ
ン(

関
山)

、
キ
ク
ザ
ク
ラ
（
菊
桜
）、

ギ
ョ
イ
コ
ウ(

御
衣
黄)

、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ(

枝
垂
れ
桜
は
エ
ド
ヒ

ガ
ン
の
園
芸
品
種
で
ベ
ニ
シ
ダ
レ
、
ヤ
エ
シ
ダ
レ
、
ヤ
エ
ベ
ニ
シ

ダ
レ
な
ど
あ
り)

、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ(

染
井
吉
野
は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク

ラ
×
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
雑
種)

、
フ
ゲ
ン
ゾ
ウ
（
普
賢
象
）
な
ど
。

②
村
内
の
桜
を
見
る
順
序

村
内
の
桜
は
２
月
に
始
ま
り
５
月
ま
で
多
種
類
の
桜
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
る
。

２
月
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
→
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
→
３
月
下
旬
オ
オ
シ
マ

ザ
ク
ラ
→
４
月
上
旬
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
→
４
月
下
旬
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
→

５
月
八
重
桜
→
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
。

③
村
内
の
桜
は
次
の
４
種
類
が
区
別
で
き
れ
ば
指
導
者
に
な
れ
る

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
→
葉
が
展
開
し
て
お
ら
ず
、
枝
が
垂
れ
て
い
る
。

公
園
、
個
人
宅
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
→
緑
の
葉
と
真
白
い
花
が
特
徴
。
公
園
、学
校
、

街
路
樹
、
雑
木
林
に
多
い
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
→
豪
華
な
花
で
、
花
期
に
葉
は
展
開
し
て
い
な

い
。
真
っ
白
か
ら
後
に
少
し
ピ
ン
ク
。
学
校
、
公
園
、
街
路
樹
な

ど
に
多
い
。
植
え
た
場
所
か
ら
広
が
ら
な
い
。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
→
緑
や
褐
色
の
葉
と
白
っ
ぽ
い
花
。
雑
木
林
に
オ

オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
が
終
わ
っ
た
頃
に
咲
き
始
め
る
。

④
観
察
し
た
主
な
植
物

イ
チ
ヨ
ウ(

一
葉)

、
ウ
コ
ン(

鬱
金)

、
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
、

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
カ
ン
ザ
ン(

関
山)

、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
ド
ク
ダ
ミ
、
ナ
ガ
バ
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヒ

ノ
キ
、
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。

●
5
月
18
日
（
土
）
道
ば
た
の
雑
草
を
区
別
す
る

(1)
コ
ー
ス
　石
神
城
址
公
園
周
辺
の
あ
ぜ
道

(2)
観
察
内
容

①
雑
草
と
は

勝
手
に
繁
茂
し
て
い
る
植
物
の
総
称
。
雑
草
と
い
う
植
物
の
分

類
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
便
宜
上
使
用
し
て
い
る
呼
び
名
。
た

と
え
ば
キ
キ
ョ
ウ
は
昔
は
雑
草
、
今
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
生
え
る
場
所
は
水
田
、
畑
、
果
樹
園
、
庭
園
、
芝
生
、

道
ば
た
な
ど
人
家
付
近
に
多
い
。
今
回
は
農
道
付
近
を
中
心
に
観

察
を
実
施
し
た
。
最
近
は
外
来
植
物
の
多
く
が
雑
草
と
よ
ば
れ
て

い
る
。

②
外
来
植
物
と
は

も
と
も
と
そ
の
地
域
に
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
人
間
の

活
動
で
他
の
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
生
物
や
植
物
の
こ
と
。
外

来
種
が
入
っ
て
く
る
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
人
間
が
意
図
的
に
持

ち
込
む
場
合
と
、
意
図
せ
ず
に
自
然
と
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
が
あ

る
。

③
観
察
し
た
主
な
雑
草
や
外
来
植
物

ア
オ
キ
、
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
イ
タ

ド
リ
、
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
、
イ
ヌ
ム
ギ
、
イ
ボ
タ
ノ
キ
、
ウ
バ
ユ
リ
、
ウ
ラ
シ
マ

ソ
ウ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
エ
ノ
キ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、

オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
オ
ニ
ノ
ゲ
シ
、
オ
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ

グ
サ
、
カ
キ
ド
オ
シ
、
カ
タ
バ
ミ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
、
カ
ニ
ツ
リ
グ
サ
、
ガ
マ

ズ
ミ
、
カ
マ
ツ
カ
、
カ
モ
ガ
ヤ
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
、
キ

ク
イ
モ
、
キ
ブ
シ
、
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
、
ク
ス
ダ
マ
ツ
メ
ク
サ
、
コ
ブ
シ
、
コ

メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
、
ス
イ
バ
、

ス
ギ
ナ
、ス
ズ
メ
ノ
ヤ
リ
、セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
、

セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
タ
ラ

ノ
キ
、
チ
ガ
ヤ
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、
ツ
メ
ク
サ
、
ツ
リ
バ
ナ
、
テ
イ
カ
ガ
ス
ラ
、

ト
キ
ワ
ハ
ゼ
、
ド
ク
ダ
ミ
、
ナ
ガ
バ
ヤ
ブ
マ
オ
、
ナ
ツ
ヅ
タ
、
ニ
ガ
ナ
、
ニ

ワ
ト
コ
、
ヌ
ル
デ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ノ
ダ
ケ
、
ノ
ビ
ル
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
ハ
コ
ベ
、

ハ
ナ
ウ
ド
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
、
ハ
ル
ジ
オ
ン
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
ゴ
ク
サ
、
ヒ
メ

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
フ
キ
、
フ
ジ
、
ブ
タ
ナ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、

ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、
ホ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
、
マ
メ
グ
ン
バ

イ
ナ
ズ
ナ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、

ミ
ゾ
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
、
ミ

ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ム
ラ
サ
キ

ケ
マ
ン
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
ヤ
ブ
カ
ラ

シ
、
ヤ
マ
ウ
コ
ギ
、
ヤ
マ

グ
ワ
、
ヤ
マ
ユ
リ
、
ヨ
モ

ギ
。

▲用水路

▲用水路沿いの農道

▲船場集会所の桜

▲船場稲荷神社の桜

▲観察の様子

▲観察の様子
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1  

は
じ
め
に

博
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察
会
は
「
交
流
館
周
辺
や
村
内
各
地

を
歩
い
て
植
物
を
観
察
し
、
身
近
な
自
然
環
境
に
親
し
み
、
郷
土

理
解
を
深
め
る
。」
こ
と
を
目
標
に
、
毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
９

時
00
分
か
ら
11
時
に
実
施
し
た
。

2  

各
観
察
会
の
日
時
、
観
察
テ
ー
マ
、
観
察
場
所

※
本
文
中
の
地
図
は
電
子
地
形
図
２
５
０
０
０
（
国
土
地
理
院
）

を
加
工
し
て
作
成
し
た
。

令
和
６
年

●
４
月
20
日
（
土
）、
桜
の
見
分
け
方
。
船
場
集
会
所
・
東
海
村
営

農
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
と
船
場
稲
荷
神
社

●
５
月
18
日
（
土
）、
道
ば
た
の
雑
草
を
区
別
す
る
。
石
神
城
址
公

園
周
辺

●
６
月
８
日
（
土
）、
雑
木
林
の
樹
木
と
ナ
ラ
枯
れ
。
押
延
た
め
池

い
こ
い
の
森

●
７
月
27
日
（
土
）、
ク
ロ
マ
ツ
林
内
の
植
物
。
豊
岡
な
ぎ
さ
の
森

●
８
月
17
日
（
土
）、
標
本
で
外
来
植
物
を
知
る
。
中
央
公
民
館

●
９
月
21
日
（
土
）、
水
田
雑
草
と
外
来
植
物
。
真
崎
ふ
れ
あ
い
の

森

●
10
月
19
日
（
土
）、
実
と
樹
皮
か
ら
樹
木
の
名
前
を
知
る
。
豊
受

皇
大
神
宮
周
辺

●
11
月
16
日
（
土
）、
紅
葉
の
し
く
み
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」

周
辺
の
雑
木
林

●
12
月
21
日
（
土
）、
葉
痕
や
冬
芽
か
ら
樹
木
の
種
類
を
知
る
。
白

方
コ
ミ
セ
ン
周
辺

令
和
７
年

●
１
月
18
日
（
土
）、
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
冬
越
し
す
る
植
物
を
探
す
。

交
流
館
周
辺

●
２
月
15
日
（
土
）、
押
し
ば
標
本
作
成
方
法
。
交
流
館

●
３
月
22
日
（
土
）、
春
の
植
物
。
交
流
館
周
辺

3  

観
察
会
で
心
が
け
た
こ
と

第
１
は
「
植
物
に
親
し
む
」
こ
と
。

気
に
な
っ
た
植
物
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
り
、
お
互

い
に
教
え
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
雑
談
を
し
な
が
ら
植
物
と
と
も

に
親
し
む
。
そ
し
て
全
員
が
参
加
者
の
１
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識

す
る
。

第
２
に
は
「
五
感
」
を
使
う
こ
と
。

・
目
で
観
て
、
葉
の
形
態
や
花
の
構
造
を
観
察
し
て
み
る
。

・
噛
ん
で
み
て
、
果
実
の
味
や
茎
の
苦
み
を
感
じ
る
。

・
手
の
感
触
で
葉
や
茎
の
ざ
ら
つ
き
や
毛
の
生
え
方
を
感
じ
る

・
嗅
い
で
み
て
、
花
や
葉
の
臭
い
の
違
い
を
感
じ
る
。

・時
に
は
耳
を
澄
ま
し
て
、
草
や
木
の
そ
よ
ぐ
音
に
注
意
し
て
み
る
。

第
３
に
は
植
物
を
知
る
こ
と
は
歴
史
、
民
俗
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

に
通
じ
て
い
る
。

・
植
物
名
の
由
来
や
花
の
つ
く
り
を
知
る
と
先
人
た
ち
の
生
活
や
人

と
植
物
の
関
わ
り
合
い
が
思
い
浮
ぶ
。

・
先
人
は
食
用
、
薬
草
、
生
活
用
具
な
ど
、
植
物
を
日
常
生
活
の
中

で
ご
く
普
通
に
利
用
し
て
い
た
。

・
野
外
で
の
観
察
か
ら
先
人
の
生
活
の
知
恵
を
学
ん
で
み
よ
う
。

4  

各
月
の
観
察
内
容
と
記
録

●
４
月
20
日
（
土
）
桜
の
見
分
け
方

(1)
コ
ー
ス
　船
場
集
会
所
と
船
場
稲
荷
神
社

(2)
観
察
内
容

①
船
場
集
会
所
と
船
場
稲
荷
神

社
の
桜

船
場
集
会
所
の
桜
は
昭
和
53

年
３
月
に
結
城
市
の
日
本
花
の

会
よ
り
、
７
品
種
約
１
０
０
本

購
入
し
て
植
え
ら
れ
た
と
い

う
。
集
会
所
広
場
の
大
き
く
成

長
し
た
サ
ク
ラ
は
地
元
住
民
の

手
で
大
切
に
見
守
ら
れ
て
い

る
。
船
場
稲
荷
神
社
で
は
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
と
ソ
メ
イ
シ
ノ
が
満
開
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
以
下
の
よ
う
な
桜(

品
種
を
含
む)

を
観
察
し
た
。

ウ
コ
ン(

鬱
金)

、
カ
ン
ザ
ン(

関
山)

、
キ
ク
ザ
ク
ラ
（
菊
桜
）、

ギ
ョ
イ
コ
ウ(

御
衣
黄)

、
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ(

枝
垂
れ
桜
は
エ
ド
ヒ

ガ
ン
の
園
芸
品
種
で
ベ
ニ
シ
ダ
レ
、
ヤ
エ
シ
ダ
レ
、
ヤ
エ
ベ
ニ
シ

ダ
レ
な
ど
あ
り)

、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ(

染
井
吉
野
は
オ
オ
シ
マ
ザ
ク

ラ
×
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
雑
種)

、
フ
ゲ
ン
ゾ
ウ
（
普
賢
象
）
な
ど
。

②
村
内
の
桜
を
見
る
順
序

村
内
の
桜
は
２
月
に
始
ま
り
５
月
ま
で
多
種
類
の
桜
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
る
。

２
月
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
→
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
→
３
月
下
旬
オ
オ
シ
マ

ザ
ク
ラ
→
４
月
上
旬
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
→
４
月
下
旬
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
→

５
月
八
重
桜
→
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
。

③
村
内
の
桜
は
次
の
４
種
類
が
区
別
で
き
れ
ば
指
導
者
に
な
れ
る

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
→
葉
が
展
開
し
て
お
ら
ず
、
枝
が
垂
れ
て
い
る
。

公
園
、
個
人
宅
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
→
緑
の
葉
と
真
白
い
花
が
特
徴
。
公
園
、学
校
、

街
路
樹
、
雑
木
林
に
多
い
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
→
豪
華
な
花
で
、
花
期
に
葉
は
展
開
し
て
い
な

い
。
真
っ
白
か
ら
後
に
少
し
ピ
ン
ク
。
学
校
、
公
園
、
街
路
樹
な

ど
に
多
い
。
植
え
た
場
所
か
ら
広
が
ら
な
い
。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
→
緑
や
褐
色
の
葉
と
白
っ
ぽ
い
花
。
雑
木
林
に
オ

オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
が
終
わ
っ
た
頃
に
咲
き
始
め
る
。

④
観
察
し
た
主
な
植
物

イ
チ
ヨ
ウ(

一
葉)

、
ウ
コ
ン(

鬱
金)

、
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
、

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
カ
ン
ザ
ン(

関
山)

、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
ド
ク
ダ
ミ
、
ナ
ガ
バ
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヒ

ノ
キ
、
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。

●
5
月
18
日
（
土
）
道
ば
た
の
雑
草
を
区
別
す
る

(1)
コ
ー
ス
　石
神
城
址
公
園
周
辺
の
あ
ぜ
道

(2)
観
察
内
容

①
雑
草
と
は

勝
手
に
繁
茂
し
て
い
る
植
物
の
総
称
。
雑
草
と
い
う
植
物
の
分

類
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
便
宜
上
使
用
し
て
い
る
呼
び
名
。
た

と
え
ば
キ
キ
ョ
ウ
は
昔
は
雑
草
、
今
は
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
生
え
る
場
所
は
水
田
、
畑
、
果
樹
園
、
庭
園
、
芝
生
、

道
ば
た
な
ど
人
家
付
近
に
多
い
。
今
回
は
農
道
付
近
を
中
心
に
観

察
を
実
施
し
た
。
最
近
は
外
来
植
物
の
多
く
が
雑
草
と
よ
ば
れ
て

い
る
。

②
外
来
植
物
と
は

も
と
も
と
そ
の
地
域
に
生
息
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
人
間
の

活
動
で
他
の
地
域
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
生
物
や
植
物
の
こ
と
。
外

来
種
が
入
っ
て
く
る
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
人
間
が
意
図
的
に
持

ち
込
む
場
合
と
、
意
図
せ
ず
に
自
然
と
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
が
あ

る
。

③
観
察
し
た
主
な
雑
草
や
外
来
植
物

ア
オ
キ
、
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
イ
タ

ド
リ
、
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
、
イ
ヌ
ム
ギ
、
イ
ボ
タ
ノ
キ
、
ウ
バ
ユ
リ
、
ウ
ラ
シ
マ

ソ
ウ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
エ
ノ
キ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、

オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
オ
ニ
ノ
ゲ
シ
、
オ
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ

グ
サ
、
カ
キ
ド
オ
シ
、
カ
タ
バ
ミ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
、
カ
ニ
ツ
リ
グ
サ
、
ガ
マ

ズ
ミ
、
カ
マ
ツ
カ
、
カ
モ
ガ
ヤ
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
カ
ラ
ス
ム
ギ
、
キ

ク
イ
モ
、
キ
ブ
シ
、
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
、
ク
ス
ダ
マ
ツ
メ
ク
サ
、
コ
ブ
シ
、
コ

メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
、
ス
イ
バ
、

ス
ギ
ナ
、ス
ズ
メ
ノ
ヤ
リ
、セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
、

セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
タ
ラ

ノ
キ
、
チ
ガ
ヤ
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、
ツ
メ
ク
サ
、
ツ
リ
バ
ナ
、
テ
イ
カ
ガ
ス
ラ
、

ト
キ
ワ
ハ
ゼ
、
ド
ク
ダ
ミ
、
ナ
ガ
バ
ヤ
ブ
マ
オ
、
ナ
ツ
ヅ
タ
、
ニ
ガ
ナ
、
ニ

ワ
ト
コ
、
ヌ
ル
デ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ノ
ダ
ケ
、
ノ
ビ
ル
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
ハ
コ
ベ
、

ハ
ナ
ウ
ド
、
ハ
ハ
コ
グ
サ
、
ハ
ル
ジ
オ
ン
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
ゴ
ク
サ
、
ヒ
メ

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
フ
キ
、
フ
ジ
、
ブ
タ
ナ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、

ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
、
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
、
ホ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
、
マ
メ
グ
ン
バ

イ
ナ
ズ
ナ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、

ミ
ゾ
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ
、
ミ

ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ム
ラ
サ
キ

ケ
マ
ン
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
ヤ
ブ
カ
ラ

シ
、
ヤ
マ
ウ
コ
ギ
、
ヤ
マ

グ
ワ
、
ヤ
マ
ユ
リ
、
ヨ
モ

ギ
。

▲用水路

▲用水路沿いの農道

▲船場集会所の桜

▲船場稲荷神社の桜

▲観察の様子

▲観察の様子
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●
６
月
８
日
（
土
）
雑
木
林
の
樹
木
と

ナ
ラ
枯
れ

(1)
コ
ー
ス
　押
延
た
め
池
い
こ
い
の
森
の
散
策

コ
ー
ス
を
一
周

(2)
観
察
内
容

・
コ
ー
ス
内
で
の
①
か
ら
⑦
の
ポ
イ
ン
ト
で
観

察
を
実
施
し
、
ナ
ラ
枯
れ
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

①
表
的
な
樹
木

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

ク
ラ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ム
ラ
サ
キ

シ
キ
ブ
、
コ
ナ
ラ
、
エ
ゴ
ノ
キ
。

③
コ
ナ
ラ
林
の
植
物

ヤ
マ
ユ
リ
、
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
チ
ゴ
ユ
リ
、
タ
ガ
ネ

ソ
ウ
、
ナ
ツ
ヅ
タ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ア
カ
シ
デ
、

コ
ナ
ラ
、
タ
チ
ド
コ
ロ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
コ
バ
ギ
ボ

ウ
シ
、
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、
ホ
ソ
バ
ヒ
カ
ゲ
ス
ゲ
。

④
水
田
跡

キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
、タ
ガ
ネ
ソ
ウ
、ケ
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
、

ミ
ゾ
シ
ダ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ア
マ
チ
ャ

ヅ
ル
、
ヤ
ブ
ラ
ン
。

⑤
水
田
跡

ヒ
メ
シ
ダ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、
ガ
マ
、
セ
イ
タ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
、
セ
リ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ク
サ
ヨ
シ
、
イ
、
ア

②
ア
ジ
サ
イ
の
学
名
裏
話

シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
の
植
物
で
あ
る
ア
ジ
サ
イ
を
愛
し
、『
日
本

植
物
誌
（
フ
ロ
ー
ラ
・
ヤ
ポ
ニ
カ
）』
に
は
、
日
本
で
知
り
合
っ
た

「
オ
タ
キ
さ
ん
」
と
い
う
女
性
の
名
前
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

る
「Hydrangea otaksa

」
と
い
う
学
名
で
ア
ジ
サ
イ
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

た
だ
、
ア
ジ
サ
イ
の
学
名
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
命
名
す
る
以
前
に

「Hydrangea m
acrophylla

」
と
い
う
名
前
で
発
表
さ
れ
て
い
た

の
で
オ
タ
ク
サ
の
名
前
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

Hydrangea

は
「
水
の
器
・
水
瓶
」
と
い
う
意
味
。
果
実
の
形

が
水
瓶
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
。

m
acrophylla

は
「
大
き
な
葉
っ
ぱ
」
と
い
う
意
味
。 レ

チ
ギ
シ
ギ
シ
、
ア
カ
バ
ナ
、
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
、
ヤ
ナ
ギ
類

⑥
常
緑
樹
の
混
じ
る
コ
ナ
ラ
林

シ
ラ
カ
シ
、
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、
ネ
ジ
キ
、
チ
ゴ
ユ
リ
、
タ

ガ
ネ
ソ
ウ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
イ
ナ
カ
ギ
ク
、
シ
ラ

ヤ
マ
ギ
ク
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
。

⑦
外
来
植
物

ア
カ
バ
ナ
ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ
、
ブ
タ
ナ
、
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
マ
メ
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

ポ
ポ
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
キ
キ
ョ

ウ
ソ
ウ
、
イ
ヌ
ム
ギ
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
、
ネ
ズ
ミ
ム
ギ

●
8
月
17
日
（
土
）
標
本
で
外
来
植
物
を
知
る

(1)
場
所
　中
央
公
民
館

(2)
観
察
内
容

押
し
葉
標
本
の
作
成
方
法
と
外
来
植
物
の
紹
介
。

押
し
葉
標
本
の
作
成
方
法
を
標
本
の
歴
史
や
作
成
器
具
を
含
め
て

紹
介
し
、
参
加
者
に
標
本
作
成
体
験
を
実
施
し
た
。
ま
た
東
海
村
の

外
来
植
物
を
画
像
に
て
説
明
し
た
。

①
歴
歴
史
義

標
本
を
研
究
の
素
材
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
本
草
学
が
最
初
。

本
草
学
の
長
い
歴
史
の
上
で
は
比
較
的
新
し
い
こ
と
で
、
16
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
。
日
本
で
は
、
19
世
紀
以
後
の
こ
と
。

押
し
葉
標
本
の
創
始
者
は
イ
タ
リ
ア
の
本
草
学
者
、
ル
カ
・
ギ
ー

ニ
（
１
４
９
０-

１
５
５
６
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

13
世
紀
に
は
乾
燥
さ
せ
た
花
の
色
を
保
持
す
る
方
法
が
存
在
し
た
こ

と
か
ら
、
も
っ
と
古
い
時
代
の
押
し
葉
標
本
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性

は
残
る
と
い
う
。

②
標
本
の
意
義

あ
る
名
前
（
学
名
）
で
呼
ば
れ
て
い
る
植
物
は
、
ど
の
よ
う
な
形

態
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
か
、地
球
上
の
ど
こ
に
分
布
し
て
い
る
か
、

と
い
う
よ
う
な
情
報
は
す
べ
て
証
拠
が
あ
っ
て
こ
そ
科
学
的
な
情
報

で
あ
る
。
そ
の
証
拠
と
な
る
も
の
が
標
本
で
あ
り
、植
物
学
の
場
合
、

も
っ
と
も
効
率
の
よ
い
保
存
方
法
と
し
て
、
乾
燥
し
て
台
紙
に
貼
付

し
た
「
さ
く
葉
標
本
」
が
国
際
的
に
採
用
さ
れ
て
き
た
。

③
研
究
の
証
拠
資
料
と
し
て
の
標
本

研
究
成
果
を
論
文
に
発
表
す
る
場
合
、
材
料
に
用
い
た
植
物
の
証

拠
標
本
を
、
公
共
の
標
本
館
に
保
存
し
、
そ
れ
を
明
記
す
る
こ
と
が

常
識
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
多
く
の
学
術
論
文
で
は
論
文
受
理
の
た
め

の
条
件
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

④
同
定
の
参
考
資
料
と
し
て
の
標
本

植
物
の
名
前
を
調
べ
る
（
同
定
す
る
）
た
め
に
、
一
般
に
は
図
鑑

類
や
文
献
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
が
、
標
本
と
な
っ
て
い
る
実
物
と
比

較
す
れ
ば
、
よ
り
効
率
よ
く
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
7
月
27
日
（
土
）
ク
ロ
マ
ツ
林
内
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
　豊
岡
な
ぎ
さ
の
森

①
林
内
の
代
表
的
な
植
物

⑤
標
本
作
成
の
手
順

・
現
地
で
植
物
を
採
集(
せ
ん
て
い
鋏
、
根
堀
を
利
用)

し
て
、
新

聞
紙
に
挟
む(

野
冊)

か
、
胴
乱
に
入
れ
る
。

・
帰
宅
し
た
ら
吸
取
紙(

新
聞
紙)
の
間
に
標
本
を
挟
ん
だ
新
聞
紙

を
重
ね
て
重
石
を
載
せ
る
。

・
乾
燥
→
吸
取
紙(

新
聞
紙)

で
水
分
を
と
る
。

・
吸
取
紙
の
交
換
を
２
週
間
ぐ
ら
い
続
け
る
。
乾
燥
器
を
使
え
ば
１

～
２
日
で
乾
燥
す
る
。

・
図
鑑
や
文
献
で
名
前
を
調
べ
る
。

・
ラ
ベ
ル
を
入
れ
て
整
理
す
る
。
→
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ナ
シ
箱
。

・
時
に
は
標
本
台
紙
に
貼
る
。
→
標
本
添
付
器
を
使
用
。

⑥
代
表
的
な
外
来
植
物
を
標
本
と
画
像
で
紹
介

ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
ケ
シ
科
）、
ア
メ
リ
カ
ア
ゼ
ナ
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）、
ア

メ
リ
カ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
（
ナ
ス
科
）、
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
（
キ
ク
科
）、

▲観察の様子

▲観察の様子

▲アカマツ林

▲オオキンケイギク

▲ナガミヒナゲシ
▲クロマツ林

▲アツミゲシ

▲オニハマダイコン

▲アジサイ

▲ガクアジサイ

▲オニユリ

▲ナガバモミジ
　イチゴ

▲カワラナデシコ

▲フユイチゴ

▲観察ポイント

6667

(2)
観
察
内
容

豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
は

昭
和
52
年
に
茨
城
県
豊

岡
自
然
環
境
保
全
地
域

に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
散
策
路
が
整
備
さ

れ
た
が
、
最
近
は
維
持

管
理
が
不
十
分
で
林
内

は
樹
木
類
が
目
立
っ
て

き
て
い
る
。

ク
ロ
マ
ツ
林
と
ア
カ

マ
ツ
林
の
違
い
や
主
な

種
類
を
観
察
し
た
。



●
６
月
８
日
（
土
）
雑
木
林
の
樹
木
と

ナ
ラ
枯
れ

(1)
コ
ー
ス
　押
延
た
め
池
い
こ
い
の
森
の
散
策

コ
ー
ス
を
一
周

(2)
観
察
内
容

・
コ
ー
ス
内
で
の
①
か
ら
⑦
の
ポ
イ
ン
ト
で
観

察
を
実
施
し
、
ナ
ラ
枯
れ
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

①
表
的
な
樹
木

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

ク
ラ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
、
ム
ラ
サ
キ

シ
キ
ブ
、
コ
ナ
ラ
、
エ
ゴ
ノ
キ
。

③
コ
ナ
ラ
林
の
植
物

ヤ
マ
ユ
リ
、
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
チ
ゴ
ユ
リ
、
タ
ガ
ネ

ソ
ウ
、
ナ
ツ
ヅ
タ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ア
カ
シ
デ
、

コ
ナ
ラ
、
タ
チ
ド
コ
ロ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
コ
バ
ギ
ボ

ウ
シ
、
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、
ホ
ソ
バ
ヒ
カ
ゲ
ス
ゲ
。

④
水
田
跡

キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
、タ
ガ
ネ
ソ
ウ
、ケ
チ
ヂ
ミ
ザ
サ
、

ミ
ゾ
シ
ダ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
ア
マ
チ
ャ

ヅ
ル
、
ヤ
ブ
ラ
ン
。

⑤
水
田
跡

ヒ
メ
シ
ダ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、
ガ
マ
、
セ
イ
タ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
、
セ
リ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ク
サ
ヨ
シ
、
イ
、
ア

②
ア
ジ
サ
イ
の
学
名
裏
話

シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
の
植
物
で
あ
る
ア
ジ
サ
イ
を
愛
し
、『
日
本

植
物
誌
（
フ
ロ
ー
ラ
・
ヤ
ポ
ニ
カ
）』
に
は
、
日
本
で
知
り
合
っ
た

「
オ
タ
キ
さ
ん
」
と
い
う
女
性
の
名
前
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ

る
「Hydrangea otaksa

」
と
い
う
学
名
で
ア
ジ
サ
イ
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

た
だ
、
ア
ジ
サ
イ
の
学
名
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
命
名
す
る
以
前
に

「Hydrangea m
acrophylla

」
と
い
う
名
前
で
発
表
さ
れ
て
い
た

の
で
オ
タ
ク
サ
の
名
前
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

Hydrangea

は
「
水
の
器
・
水
瓶
」
と
い
う
意
味
。
果
実
の
形

が
水
瓶
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
。

m
acrophylla

は
「
大
き
な
葉
っ
ぱ
」
と
い
う
意
味
。 レ

チ
ギ
シ
ギ
シ
、
ア
カ
バ
ナ
、
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
、
ヤ
ナ
ギ
類

⑥
常
緑
樹
の
混
じ
る
コ
ナ
ラ
林

シ
ラ
カ
シ
、
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、
ネ
ジ
キ
、
チ
ゴ
ユ
リ
、
タ

ガ
ネ
ソ
ウ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
イ
ナ
カ
ギ
ク
、
シ
ラ

ヤ
マ
ギ
ク
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
。

⑦
外
来
植
物

ア
カ
バ
ナ
ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ
、
ブ
タ
ナ
、
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
マ
メ
グ
ン
バ
イ
ナ
ズ
ナ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

ポ
ポ
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
キ
キ
ョ

ウ
ソ
ウ
、
イ
ヌ
ム
ギ
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
、
ネ
ズ
ミ
ム
ギ

●
8
月
17
日
（
土
）
標
本
で
外
来
植
物
を
知
る

(1)
場
所
　中
央
公
民
館

(2)
観
察
内
容

押
し
葉
標
本
の
作
成
方
法
と
外
来
植
物
の
紹
介
。

押
し
葉
標
本
の
作
成
方
法
を
標
本
の
歴
史
や
作
成
器
具
を
含
め
て

紹
介
し
、
参
加
者
に
標
本
作
成
体
験
を
実
施
し
た
。
ま
た
東
海
村
の

外
来
植
物
を
画
像
に
て
説
明
し
た
。

①
歴
歴
史
義

標
本
を
研
究
の
素
材
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
本
草
学
が
最
初
。

本
草
学
の
長
い
歴
史
の
上
で
は
比
較
的
新
し
い
こ
と
で
、
16
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
。
日
本
で
は
、
19
世
紀
以
後
の
こ
と
。

押
し
葉
標
本
の
創
始
者
は
イ
タ
リ
ア
の
本
草
学
者
、
ル
カ
・
ギ
ー

ニ
（
１
４
９
０-

１
５
５
６
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

13
世
紀
に
は
乾
燥
さ
せ
た
花
の
色
を
保
持
す
る
方
法
が
存
在
し
た
こ

と
か
ら
、
も
っ
と
古
い
時
代
の
押
し
葉
標
本
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性

は
残
る
と
い
う
。

②
標
本
の
意
義

あ
る
名
前
（
学
名
）
で
呼
ば
れ
て
い
る
植
物
は
、
ど
の
よ
う
な
形

態
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
か
、地
球
上
の
ど
こ
に
分
布
し
て
い
る
か
、

と
い
う
よ
う
な
情
報
は
す
べ
て
証
拠
が
あ
っ
て
こ
そ
科
学
的
な
情
報

で
あ
る
。
そ
の
証
拠
と
な
る
も
の
が
標
本
で
あ
り
、植
物
学
の
場
合
、

も
っ
と
も
効
率
の
よ
い
保
存
方
法
と
し
て
、
乾
燥
し
て
台
紙
に
貼
付

し
た
「
さ
く
葉
標
本
」
が
国
際
的
に
採
用
さ
れ
て
き
た
。

③
研
究
の
証
拠
資
料
と
し
て
の
標
本

研
究
成
果
を
論
文
に
発
表
す
る
場
合
、
材
料
に
用
い
た
植
物
の
証

拠
標
本
を
、
公
共
の
標
本
館
に
保
存
し
、
そ
れ
を
明
記
す
る
こ
と
が

常
識
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
多
く
の
学
術
論
文
で
は
論
文
受
理
の
た
め

の
条
件
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

④
同
定
の
参
考
資
料
と
し
て
の
標
本

植
物
の
名
前
を
調
べ
る
（
同
定
す
る
）
た
め
に
、
一
般
に
は
図
鑑

類
や
文
献
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
が
、
標
本
と
な
っ
て
い
る
実
物
と
比

較
す
れ
ば
、
よ
り
効
率
よ
く
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
7
月
27
日
（
土
）
ク
ロ
マ
ツ
林
内
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
　豊
岡
な
ぎ
さ
の
森

①
林
内
の
代
表
的
な
植
物

⑤
標
本
作
成
の
手
順

・
現
地
で
植
物
を
採
集(

せ
ん
て
い
鋏
、
根
堀
を
利
用)

し
て
、
新

聞
紙
に
挟
む(

野
冊)

か
、
胴
乱
に
入
れ
る
。

・
帰
宅
し
た
ら
吸
取
紙(

新
聞
紙)

の
間
に
標
本
を
挟
ん
だ
新
聞
紙

を
重
ね
て
重
石
を
載
せ
る
。

・
乾
燥
→
吸
取
紙(

新
聞
紙)

で
水
分
を
と
る
。

・
吸
取
紙
の
交
換
を
２
週
間
ぐ
ら
い
続
け
る
。
乾
燥
器
を
使
え
ば
１

～
２
日
で
乾
燥
す
る
。

・
図
鑑
や
文
献
で
名
前
を
調
べ
る
。

・
ラ
ベ
ル
を
入
れ
て
整
理
す
る
。
→
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ナ
シ
箱
。

・
時
に
は
標
本
台
紙
に
貼
る
。
→
標
本
添
付
器
を
使
用
。

⑥
代
表
的
な
外
来
植
物
を
標
本
と
画
像
で
紹
介

ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
ケ
シ
科
）、
ア
メ
リ
カ
ア
ゼ
ナ
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）、
ア

メ
リ
カ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
（
ナ
ス
科
）、
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
（
キ
ク
科
）、

▲観察の様子

▲観察の様子

▲アカマツ林

▲オオキンケイギク

▲ナガミヒナゲシ
▲クロマツ林

▲アツミゲシ

▲オニハマダイコン

▲アジサイ

▲ガクアジサイ

▲オニユリ

▲ナガバモミジ
　イチゴ

▲カワラナデシコ

▲フユイチゴ

▲観察ポイント

6667

(2)
観
察
内
容

豊
岡
な
ぎ
さ
の
森
は

昭
和
52
年
に
茨
城
県
豊

岡
自
然
環
境
保
全
地
域

に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
散
策
路
が
整
備
さ

れ
た
が
、
最
近
は
維
持

管
理
が
不
十
分
で
林
内

は
樹
木
類
が
目
立
っ
て

き
て
い
る
。

ク
ロ
マ
ツ
林
と
ア
カ

マ
ツ
林
の
違
い
や
主
な

種
類
を
観
察
し
た
。



ア
メ
リ
カ
キ
カ
シ
グ
サ
（
ミ
ソ
ハ
ギ
科
）、
ア
メ
リ
カ
キ
ン
ゴ
ジ
カ
（
ア
オ

イ
科
）、ア
メ
リ
カ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ（
イ
ネ
科
）、ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ（
キ

ク
科
）、
ア
メ
リ
カ
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ
（
キ
ク
科
）、
ア
メ
リ
カ
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ

（
ヒ
ル
ガ
オ
科
）、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
（
フ
ウ
ロ
ソ
ウ
科
）、
ア
レ
チ
ウ
リ
（
ウ

リ
科
）、ア
レ
チ
ギ
シ
ギ
シ
（
タ
デ
科
）、ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
（
マ
メ
科
）、

イ
ガ
オ
ナ
モ
ミ（
キ
ク
科
）、イ
タ
チ
ハ
ギ（
マ
メ
科
）、イ
チ
ビ（
ア
オ
イ
科
）、

イ
ヌ
カ
タ
ヒ
バ
（
イ
ワ
ヒ
バ
科
）、イ
ヌ
コ
モ
チ
ナ
デ
シ
コ
（
ナ
デ
シ
コ
科
）、

イ
ヌ
ム
ギ
（
イ
ネ
科
）、
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
（
タ
デ
科
）、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）、オ
オ
オ
ナ
モ
ミ
（
キ
ク
科
）、オ
オ
カ
ヂ
シ
ャ
（
ゴ

マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）、
オ
オ
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）、
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
（
キ
ク
科
）、
オ
オ
ケ
タ
デ
（
タ
デ
科
）、
オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
（
ト
ウ

ダ
イ
グ
サ
科
）、
オ
オ
フ
タ
バ
ム
グ
ラ
（
ア
カ
ネ
科
）、
オ
オ
ブ
タ
ク
サ
（
キ

ク
科
）、
オ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ
（
カ
タ
バ
ミ
科
）、
オ
ニ
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
（
ア

ブ
ラ
ナ
科
）、
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）、
カ
キ
ネ
ガ
ラ
シ
（
ア
ブ

ラ
ナ
科
）、カ
ギ
ザ
ケ
ハ
コ
ベ
（
ナ
デ
シ
コ
科
）、カ
ク
レ
ミ
ノ
（
ウ
コ
ギ
科
）、

カ
ナ
リ
ー
キ
ヅ
タ
（
ウ
コ
ギ
科
）、
カ
モ
ガ
ヤ
（
イ
ネ
科
）、
カ
ラ
シ
ナ
（
ア

ブ
ラ
ナ
科
）、カ
ワ
ラ
ニ
ン
ジ
ン
（
キ
ク
科
）、キ
ク
イ
モ
（
キ
ク
科
）、キ
シ
ョ

ウ
ブ（
ア
ヤ
メ
科
）、キ
ダ
チ
コ
マ
ツ
ナ
ギ（
マ
メ
科
）、キ
チ
ジ
ョ
ウ
ソ
ウ（
ユ

リ
科
）、キ
バ
ナ
ノ
マ
ツ
バ
ニ
ン
ジ
ン
（
ア
マ
科
）、ク
ス
ダ
マ
ツ
メ
ク
サ
（
マ

メ
科
）、
ク
ル
マ
バ
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
（
ザ
ク
ロ
ソ
ウ
科
）、
コ
シ
ロ
ノ
セ
ン
ダ
ン

グ
サ（
キ
ク
科
）、コ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ（
イ
ネ
科
）、コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ（
キ
ク
科
）、

コ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
（
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
）、コ
バ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
（
キ
ク
科
）、

コ
バ
ン
ソ
ウ
（
イ
ネ
科
）、
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
（
ア
カ
バ
ナ
科
）、
コ
メ
ツ
ブ

ツ
メ
ク
サ
（
マ
メ
科
）、
ゴ
ウ
シ
ュ
ウ
ア
リ
タ
ソ
ウ
（
ア
カ
ザ
科
）、
シ
ナ
ダ

レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
（
イ
ネ
科
）、
シ
マ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
（
イ
ネ
科
）、
シ
ラ
ユ
キ

ゲ
シ
（
ケ
シ
科
）、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
（
キ
ク
科
）、
セ
イ
タ
カ
ハ
ハ

コ
グ
サ
（
キ
ク
科
）、
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ
（
イ
ネ
科
）、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ

ナ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）、セ
ン
リ
ョ
ウ
（
セ
ン
リ
ヨ
ウ
科
）、タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
（
ユ

リ
科
）、タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）、ダ
ン
ド
ボ
ロ
ギ
ク
（
キ

ク
科
）、
チ
ャ
ボ
ウ
シ
ノ
シ
ッ
ペ
イ
（
イ
ネ
科
）、
ツ
ボ
ミ
オ
オ
バ
コ
（
オ
オ

バ
コ
科
）、
ツ
ル
ド
ク
ダ
ミ
（
タ
デ
科
）、
ツ
ル
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
（
キ
ョ
ウ
チ

ク
ト
ウ
科
）、
ツ
ル
マ
ン
ネ
ン
グ
サ
（
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
科
）、
ナ
ガ
バ
オ
モ
ダ

カ
（
オ
モ
ダ
カ
科
）、ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
（
タ
デ
科
）、ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
（
ケ

シ
科
）、ナ
ヨ
ク
サ
フ
ジ
（
マ
メ
科
）、ナ
ン
バ
ン
カ
ラ
ム
シ
（
イ
ラ
ク
サ
科
）、

ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
（
ア
ヤ
メ
科
）、
ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
（
キ
ク
科
）、
ハ
ス
（
ス

イ
レ
ン
科
）、
ハ
ナ
ヌ
カ
ス
ス
キ
（
イ
ネ
科
）、
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
（
マ
メ
科
）、

ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
（
ア
ブ
ラ
ナ
科
）、
ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク
（
キ
ク
科
）、
ハ

ン
ゲ
シ
ョ
ウ
（
ド
ク
ダ
ミ
科
）、
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
（
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
）、

ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
（
シ
ソ
科
）、ヒ
メ
マ
ツ
バ
ボ
タ
ン
（
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
科
）、

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
（
キ
ク
科
）、ヒ
ル
ザ
キ
ツ
キ
ミ
ソ
ウ
（
ア
カ
バ
ナ
科
）、

ビ
ロ
ー
ト
モ
ウ
ズ
イ
カ
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）、
フ
ッ
キ
ソ
ウ
（
ツ
ゲ
科
）、

●
9
月
21
日
（
土
）
水
田
雑
草
と
外
来
植
物

(1)
コ
ー
ス
　真
崎
ふ
れ
あ
い
の
森
周
辺
を
一
周

(2)
観
察
内
容

休
耕
田
に
見
ら
れ
る
水
田
雑
草
や
外
来
植
物
を
観
察
し
た
。

①
水
田
雑
草
っ
て
な
に
？

米
作
り
で
多
く
の
時
間
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
「
草
刈
り
」
は
、

稲
の
根
に
酸
素
を
送
り
込
む
と
い
う
目
的
も
あ
る
重
要
な
仕
事
で

あ
っ
た
。

雑
草
は
水
や
養
分
を
横
取
り
し
て
稲
の
成
長
を
妨
げ
る
。
高
温

多
湿
の
日
本
で
は
、
す
ぐ
に
雑
草
が
は
び
こ
る
た
め
、
米
作
り
に

か
か
る
時
間
の
半
分
近
く
が
雑
草
取
り
と
言
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
除
草
に
は
雑
草
を
取
る
と
同
時
に
、
土
を
掻
き
混
ぜ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
根
に
酸
素
を
送
り
込
む
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
農
家
に
と
っ
て
は
水
田
雑
草
は“

最
大
の
敵”

で
あ
っ
た

が
、
除
草
剤
の
普
及
に
伴
っ
て
、
そ
の
多
く
が
絶
滅
危
惧
植
物
に

な
っ
た
。

②
外
来
植
物
っ
て
な
に
？

人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
他
の
地
域
か
ら
存
在
し
て
い
な
か
っ
た

地
域
へ
持
ち
込
ま
れ
た
生
物
の
こ
と(

在
来
種
：
従
来
か
ら
そ
の
地

域
で
生
息
・
生
育
す
る)

。

ブ
タ
ク
サ（
キ
ク
科
）、ブ
タ
ナ（
キ
ク
科
）、ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ（
オ
オ
バ
コ
科
）、

ベ
ニ
バ
ナ
ボ
ロ
ギ
ク
（
キ
ク
科
）、
ホ
ウ
キ
ギ
ク
（
キ
ク
科
）、
ホ
ソ
バ
ヒ
メ

ミ
ソ
ハ
ギ
（
ミ
ソ
ハ
ギ
科
）、
ボ
タ
ン
ク
サ
ギ
（
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
）、
マ
ツ
バ

ウ
ン
ラ
ン
（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）、
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
（
ア
カ
バ
ナ
科
）、
マ
ル

バ
ル
コ
ウ
（
ヒ
ル
ガ
オ
科
）、ム
ギ
ク
サ
（
イ
ネ
科
）、メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
（
ア

カ
バ
ナ
科
）、
メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ
（
イ
ネ
科
）、
ヤ
セ
ウ
ツ
ボ
（
ハ
マ
ウ
ツ

ボ
科
）、
ヤ
ナ
ギ
ハ
ナ
ガ
サ
（
ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
）、
ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ
（
ア
カ
バ

ナ
科
）、ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ（
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
科
）、ワ
ル
ナ
ス
ビ（
ナ
ス
科
）。

村
内
で
目
立
つ
外
来
植
物
に
は
、
ア
レ
チ
ウ
リ
、
イ
タ
チ

ハ
ギ
、
イ
チ
ビ
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
オ
オ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
、オ
オ
オ
ナ
モ
ミ
、オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
、オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、

オ
オ
ブ
タ
ク
サ
、
オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、
カ
モ
ガ
ヤ
、
キ
シ
ョ

ウ
ブ
、
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
、ハ
ル
ジ
オ
ン
、ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
な
ど
が
あ
る
。

③
観
察
し
た
主
な
植
物

ア
オ
キ
、ア
カ
ガ
シ
、ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、ア
キ
ノ
ウ
ナ
ギ
ツ
カ
ミ(

雑

草)

、
ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ(

雑
草)

、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
、
ア
メ
リ
カ
イ

ヌ
ホ
オ
ズ
キ(

外
来)

、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ(

外
来)

、
ア
メ

リ
カ
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ(

外
来)

、
イ
ボ
ク
サ(

水
田
雑
草)

、
エ
ノ
キ
、

エ
ノ
キ
グ
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雑
草)
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レ
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シ
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、シ
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、
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こ
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、
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草)
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雑
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ジ
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ウ
ゴ
、
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、
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、
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ズ
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ソ
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、
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、
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●
10
月
19
日(

土)

実
と
樹
皮
か
ら
樹

木
の
名
前
を
知
る

(1)
コ
ー
ス
　豊
受
皇
大
神
宮
周
辺

(2)
観
察
内
容

①
次
の
種
類
に
つ
い
て
、
実
と
樹
皮
を
比
較
し

て
み
た
。
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、
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、
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ン
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ラ
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、
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。

▲ザクロ

▲ハンノキ

▲ヤマモモ

▲シロダモ▲ヒサカキ

▲ザクロ

▲ハンノキ

▲ヤマモモ

▲スダジイ

▲ムラサキシキブ

▲シロダモ▲ヒサカキ ▲アカガシ

▲ガマズミ

▲アカガシ

▲キブシ

▲ガマズミ

▲キブシ

▲スダジイ

▲ムラサキシキブ

▲観察の様子
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ズ
マ
ネ
ザ
サ
、
ア
メ
リ
カ
イ

ヌ
ホ
オ
ズ
キ(

外
来)

、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ(

外
来)

、
ア
メ

リ
カ
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ(

外
来)

、
イ
ボ
ク
サ(
水
田
雑
草)

、
エ
ノ
キ
、

エ
ノ
キ
グ
サ(

雑
草)

、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク(
外
来)

、
オ
オ
オ
ナ

モ
ミ(

外
来)

、
オ
オ
バ
イ
ボ
タ
、
オ
モ
ダ
カ(
水
田
雑
草)

、
カ
ラ

ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
キ
カ
シ
グ
サ(

水
田
雑
草)

、
キ
ヅ
タ
、
ク
サ
ネ
ム

(

水
田
雑
草)

、
ク
ズ(

雑
草)

、
ク
ワ
ク
サ(

雑
草)

、
コ
ア
ゼ
ガ
ヤ

ツ
リ(

水
田
雑
草)

、
コ
ツ
ブ
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ(

雑
草)

、
コ
ナ
ギ(
水

田
雑
草)

、コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、シ
ケ
シ
ダ
、シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ(
外

来)

、
シ
ラ
カ
シ(

虫
こ
ぶ)

、
シ
ロ
ダ
モ(

虫
こ
ぶ)

、
ス
ス
キ(

雑

草)

、
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ(

外
来)

、
セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ(

雑
草)

、
ツ

リ
フ
ネ
ソ
ウ(

雑
草)

、
ニ
ラ(

外
来)

、
ヌ
カ
キ
ビ(

水
田
雑
草)

、

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ(

外
来)

、ヒ
サ
カ
キ
、ヒ
ナ
ガ
ヤ
ツ
リ(

水
田
雑
草)

、

ヒ
メ
ク
グ(

水
田
雑
草)

、
ヒ
ヨ
ド
リ
ジ
ョ
ウ
ゴ
、
ブ
タ
ナ(

外
来)

、

ベ
ニ
シ
ダ
、
ホ
ラ
シ
ノ
ブ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ミ
ゾ
ソ
バ(

水
田
雑
草)

、

メ
ヒ
シ
バ(

雑
草)

、
メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ(

外
来)

、
ヤ
ナ
ギ
イ
ノ

コ
ヅ
チ
、
ヤ
ブ
ツ
ル
ア
ズ
キ
、
ヤ
ブ
ラ
ン
。

●
10
月
19
日(

土)

実
と
樹
皮
か
ら
樹

木
の
名
前
を
知
る

(1)
コ
ー
ス
　豊
受
皇
大
神
宮
周
辺

(2)
観
察
内
容

①
次
の
種
類
に
つ
い
て
、
実
と
樹
皮
を
比
較
し

て
み
た
。

ア
カ
ガ
シ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
キ
ブ
シ
、
ザ
ク
ロ
、
シ

ロ
ダ
モ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ム

ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、
ヤ
マ
モ
モ
。

▲ザクロ

▲ハンノキ

▲ヤマモモ

▲シロダモ▲ヒサカキ

▲ザクロ

▲ハンノキ

▲ヤマモモ

▲スダジイ

▲ムラサキシキブ

▲シロダモ▲ヒサカキ ▲アカガシ

▲ガマズミ

▲アカガシ

▲キブシ

▲ガマズミ

▲キブシ

▲スダジイ

▲ムラサキシキブ

▲観察の様子

6869



②
観
察
し
た
葉
跡

②
次
の
植
物
に
つ
い
て
、
ミ
ニ
知
識
と
し
て
紹
介
し
た
。

・
ヌ
ル
デ(
ウ
ル
シ
科)

　膠
木
・
塩
膚
木

雄
株
と
雌
株
が
あ
る
。
つ
け
た
と
き
に
出
る
白
い
汁
を
塗
り
物

に
使
用
す
る
。
ヤ
マ
ウ
ル
シ
な
ど
に
比
べ
る
と
か
ぶ
れ
に
く
い
。

果
実
の
表
面
に
は
塩
分
が
あ
り
、
鳥
に
好
ま
れ
る
と
い
う
。
昔
は

塩
分
補
給
に
口
に
含
ん
だ
。
虫
こ
ぶ
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
は
タ
ン
ニ

ン
に
富
ん
で
い
て
お
歯
黒
の
材
料
に
な
る
。

・
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ(

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
科)
　釣
船
草

萼
片
は
3
個
で
紅
紫
色
の
花
弁
状
。
上
部
の
2
片
は
小
さ
く
、

1
片
は
大
き
く
後
半
部
は
急
に
細
い
管
状
の
距
に
な
り
、
渦
巻
き

状
に
巻
く
。
花
弁
は
紅
紫
色
で
5
個
あ
る
が
側
方
の
大
小
2
花
弁

が
そ
れ
ぞ
れ
合
着
し
て
い
る
の
で
3
個
に
見
え
、
合
着
し
た
花
弁

は
下
側
に
唇
弁
状
に
広
が
る
。
園
芸
品
種
は
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
→

花
言
葉
は
短
気
、
私
に
ふ
れ
な
い
で
、『im

patient

』(

我
慢
で
き

な
い)

が
語
源
。

・
カ
ラ
ス
ウ
リ(

ウ
リ
科)

　烏
瓜

熟
し
た
赤
い
実
を
カ
ラ
ス
が
食
べ
る
こ
と
か
ら(

諸
説
あ
り
。)

。

虫
こ
ぶ
は
カ
ラ
ス
ウ
リ
ク
キ
フ
ク
レ
フ
シ
。

種
は
打
ち
出
の
小
槌
に
似
て
い
る
た
め
、
お
財
布
に
入
れ
る
と

お
金
が
た
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
ト
リ
カ
ブ
ト｢

正
式
に
は
ツ
ク
バ
ト
リ
カ
ブ
ト｣

　(キ
ン
ポ
ウ
ゲ

科)

　鳥
兜

花
の
つ
く
り
は
、
青
色
の
花
弁
の
よ
う
に
見
え
る
部
分
は
、
が

く
片
。
上
部
の
筒(

ヘ
ル
メ
ッ
ト)

、
側
部
２
枚
か
が
下
部
。
花
片

は
２
つ
の
イ
の
字
の
よ
う
の
に
な
る
。
花
弁
の
柄
の
下
に
は
多
数

の
お
し
べ
。
地
上
部
と
地
下
の
母
根
（
塊
根
、「
烏
頭
（
う
ず
）」）

は
そ
の
年
の
秋
に
枯
死
す
る
が
、
地
下
茎
の
先
に
子
根
（
嬢
根
、

「
附
子
（
ぶ
し
、
ぶ
す
）」）
が
で
き
る
。
不
美
人
の
こ
と
を
「
ブ
ス
」

と
い
う
が
、
こ
れ
は
ト
リ
カ
ブ
ト
の
中
毒
で
神
経
に
障
害
が
起
き
、

顔
の
表
情
が
お
か
し
く
な
っ
た
の
を
指
す
と
い
う
説
あ
り
。

●
12
月
21
日
（
土
）
　葉
痕
や
冬
芽
か
ら
樹
木
の
種
類
を
知
る

(1)
コ
ー
ス
　総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」
周
辺

(2)
観
察
内
容

①
葉
痕
の
説
明

・
葉
跡
は
葉
が
つ
い
て
い
た
痕
。
木
の
種
類
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
を

し
て
い
る
。
葉
痕
が
大
き
い
も
の
は
、
葉
も
大
き
く
て
、
複
葉
だ
っ
た
り

す
る
場
合
が
多
い
。
葉
痕
の
中
に
あ
る
目
や
口
に
み
え
る
も
の
は
、
水
や

養
分
の
通
り
道
だ
っ
た
維
管
束
の
痕
。
樹
種
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
数
が
決

ま
っ
て
い
る
。

③
観
察
し
た
主
な
植
物

ア
オ
キ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
ア
ジ
サ
イ
、
ア
メ
リ
カ
イ
ヌ
ホ

オ
ズ
キ
、イ
ヌ
タ
デ
、イ
ヌ
ツ
ゲ
、ウ
ツ
ギ
、エ
ゴ
ノ
キ
、オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、

オ
ギ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
カ
ン
ト
ウ
ヨ
メ
ナ
、
ガ
ガ
イ
モ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
キ
ク

イ
モ
、
キ
ブ
シ
、
ク
ス
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
サ
ザ
ン
カ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ(

枝
垂
れ
桜)

、
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ス
ギ
ナ
、
ス
ス
キ
、

ス
ダ
ジ
イ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
チ
カ
ラ
シ
バ
、
チ
ャ

ノ
キ
、
ツ
ク
バ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ノ
ビ
ル
、

ノ
ブ
ド
ウ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ヅ
チ
、

ヒ
ノ
キ
、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
、
マ
ダ
ケ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ム
ラ
サ
キ

シ
キ
ブ
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
、
メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
、

モ
チ
ノ
キ
、
モ
ッ
コ
ク
、
ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ヤ
マ

グ
ワ
、
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
、
ヨ
シ
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
。

▲イチョウ

▲カワヅザクラ

▲ソメイヨシノ

▲マユミ

▲エゴノキ

▲クリ

▲ハナミズキ

▲ヤマグワ

▲イロハモミジ

▲クヌギ

▲タラノキ

▲ミズキ

▲エノキ

▲コナラ

▲ハナモモ ▲ウワズミザクラ

▲クマノミズキ

▲トチノキ

▲ムラサキシキブ

▲オニグルミ

▲シダレザクラ

▲ブナ

●
11
月
16
日
（
土
）
紅
葉
の
し
く
み

(1)
コ
ー
ス
　総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」
周
辺
の
雑
木
林

(2)
観
察
内
容

①
紅
葉
の
し
く
み
を
説
明
し
た
。

②
次
の
植
物
を
採
集
し
、
模
造
紙
に
並
べ
て
比
較
し
て
み
た
。

ア
オ
キ
、
ア
オ
ハ
ダ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
カ
シ
デ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
イ
ヌ

ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ウ
ツ
ギ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
エ
ノ
キ
、
カ
ラ
ス
ザ
ン

シ
ョ
ウ
、
キ
ブ
シ
、
ク
サ
ギ
、
ク
マ
シ
デ
、
ク
リ
、
コ
ナ
ラ
、
コ
ブ
シ
、
コ

マ
ユ
ミ
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
シ
ラ
カ
シ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ス
ギ
、
ス
ダ
ジ
イ
、

タ
ラ
ノ
キ
、
ツ
ル
グ
ミ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ト
ベ
ラ
、
ヌ
ル
デ
、
ネ
ズ
ミ
モ

チ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
フ
ジ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヤ
マ
ウ

ル
シ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
ユ
ズ
リ
ハ
。

▲観察の様子

▲紅葉する樹木一覧

7071

③
観
察
し
た
主
な
植

物
ア
オ
キ
、ア
カ
ガ
シ
、

イ
チ
ョ
ウ
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ウ
ワ

ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
エ
ノ
キ
、

エ
ビ
ヅ
ル
、
キ
ブ
シ
、

ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ク
リ
、

ク
ロ
マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
、

サ
ネ
カ
ズ
ラ
、
ス
ギ
ナ
、

ノ
ブ
ド
ウ
、
ハ
ゼ
ノ
キ
、

フ
ジ
、
マ
ユ
ミ
、
ム
ラ

サ
キ
シ
キ
ブ
、
モ
チ
ノ

キ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヤ
ブ
ツ

バ
キ
、
ヤ
マ
グ
ワ



②
観
察
し
た
葉
跡

②
次
の
植
物
に
つ
い
て
、
ミ
ニ
知
識
と
し
て
紹
介
し
た
。

・
ヌ
ル
デ(

ウ
ル
シ
科)

　膠
木
・
塩
膚
木

雄
株
と
雌
株
が
あ
る
。
つ
け
た
と
き
に
出
る
白
い
汁
を
塗
り
物

に
使
用
す
る
。
ヤ
マ
ウ
ル
シ
な
ど
に
比
べ
る
と
か
ぶ
れ
に
く
い
。

果
実
の
表
面
に
は
塩
分
が
あ
り
、
鳥
に
好
ま
れ
る
と
い
う
。
昔
は

塩
分
補
給
に
口
に
含
ん
だ
。
虫
こ
ぶ
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
は
タ
ン
ニ

ン
に
富
ん
で
い
て
お
歯
黒
の
材
料
に
な
る
。

・
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ(

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
科)

　釣
船
草

萼
片
は
3
個
で
紅
紫
色
の
花
弁
状
。
上
部
の
2
片
は
小
さ
く
、

1
片
は
大
き
く
後
半
部
は
急
に
細
い
管
状
の
距
に
な
り
、
渦
巻
き

状
に
巻
く
。
花
弁
は
紅
紫
色
で
5
個
あ
る
が
側
方
の
大
小
2
花
弁

が
そ
れ
ぞ
れ
合
着
し
て
い
る
の
で
3
個
に
見
え
、
合
着
し
た
花
弁

は
下
側
に
唇
弁
状
に
広
が
る
。
園
芸
品
種
は
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
→

花
言
葉
は
短
気
、
私
に
ふ
れ
な
い
で
、『im

patient

』(

我
慢
で
き

な
い)

が
語
源
。

・
カ
ラ
ス
ウ
リ(

ウ
リ
科)

　烏
瓜

熟
し
た
赤
い
実
を
カ
ラ
ス
が
食
べ
る
こ
と
か
ら(

諸
説
あ
り
。)

。

虫
こ
ぶ
は
カ
ラ
ス
ウ
リ
ク
キ
フ
ク
レ
フ
シ
。

種
は
打
ち
出
の
小
槌
に
似
て
い
る
た
め
、
お
財
布
に
入
れ
る
と

お
金
が
た
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
ト
リ
カ
ブ
ト｢

正
式
に
は
ツ
ク
バ
ト
リ
カ
ブ
ト｣

　(キ
ン
ポ
ウ
ゲ

科)

　鳥
兜

花
の
つ
く
り
は
、
青
色
の
花
弁
の
よ
う
に
見
え
る
部
分
は
、
が

く
片
。
上
部
の
筒(

ヘ
ル
メ
ッ
ト)

、
側
部
２
枚
か
が
下
部
。
花
片

は
２
つ
の
イ
の
字
の
よ
う
の
に
な
る
。
花
弁
の
柄
の
下
に
は
多
数

の
お
し
べ
。
地
上
部
と
地
下
の
母
根
（
塊
根
、「
烏
頭
（
う
ず
）」）

は
そ
の
年
の
秋
に
枯
死
す
る
が
、
地
下
茎
の
先
に
子
根
（
嬢
根
、

「
附
子
（
ぶ
し
、
ぶ
す
）」）
が
で
き
る
。
不
美
人
の
こ
と
を
「
ブ
ス
」

と
い
う
が
、
こ
れ
は
ト
リ
カ
ブ
ト
の
中
毒
で
神
経
に
障
害
が
起
き
、

顔
の
表
情
が
お
か
し
く
な
っ
た
の
を
指
す
と
い
う
説
あ
り
。

●
12
月
21
日
（
土
）
　葉
痕
や
冬
芽
か
ら
樹
木
の
種
類
を
知
る

(1)
コ
ー
ス
　総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」
周
辺

(2)
観
察
内
容

①
葉
痕
の
説
明

・
葉
跡
は
葉
が
つ
い
て
い
た
痕
。
木
の
種
類
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
を

し
て
い
る
。
葉
痕
が
大
き
い
も
の
は
、
葉
も
大
き
く
て
、
複
葉
だ
っ
た
り

す
る
場
合
が
多
い
。
葉
痕
の
中
に
あ
る
目
や
口
に
み
え
る
も
の
は
、
水
や

養
分
の
通
り
道
だ
っ
た
維
管
束
の
痕
。
樹
種
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
数
が
決

ま
っ
て
い
る
。

③
観
察
し
た
主
な
植
物

ア
オ
キ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
ア
ジ
サ
イ
、
ア
メ
リ
カ
イ
ヌ
ホ

オ
ズ
キ
、イ
ヌ
タ
デ
、イ
ヌ
ツ
ゲ
、ウ
ツ
ギ
、エ
ゴ
ノ
キ
、オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、

オ
ギ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
カ
ン
ト
ウ
ヨ
メ
ナ
、
ガ
ガ
イ
モ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
キ
ク

イ
モ
、
キ
ブ
シ
、
ク
ス
ノ
キ
、
コ
ナ
ラ
、
サ
ザ
ン
カ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ(

枝
垂
れ
桜)

、
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ス
ギ
ナ
、
ス
ス
キ
、

ス
ダ
ジ
イ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
チ
カ
ラ
シ
バ
、
チ
ャ

ノ
キ
、
ツ
ク
バ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ノ
ビ
ル
、

ノ
ブ
ド
ウ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヒ
ナ
タ
イ
ノ
コ
ヅ
チ
、

ヒ
ノ
キ
、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
、
マ
ダ
ケ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ム
ラ
サ
キ

シ
キ
ブ
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
、
メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
、

モ
チ
ノ
キ
、
モ
ッ
コ
ク
、
ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ヤ
マ

グ
ワ
、
ヤ
マ
ハ
ッ
カ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
、
ヨ
シ
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
。

▲イチョウ

▲カワヅザクラ

▲ソメイヨシノ

▲マユミ

▲エゴノキ

▲クリ

▲ハナミズキ

▲ヤマグワ

▲イロハモミジ

▲クヌギ

▲タラノキ

▲ミズキ

▲エノキ

▲コナラ

▲ハナモモ ▲ウワズミザクラ

▲クマノミズキ

▲トチノキ

▲ムラサキシキブ

▲オニグルミ

▲シダレザクラ

▲ブナ

●
11
月
16
日
（
土
）
紅
葉
の
し
く
み

(1)
コ
ー
ス
　総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
絆
」
周
辺
の
雑
木
林

(2)
観
察
内
容

①
紅
葉
の
し
く
み
を
説
明
し
た
。

②
次
の
植
物
を
採
集
し
、
模
造
紙
に
並
べ
て
比
較
し
て
み
た
。

ア
オ
キ
、
ア
オ
ハ
ダ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
カ
シ
デ
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、
イ
ヌ

ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
ウ
ツ
ギ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
エ
ノ
キ
、
カ
ラ
ス
ザ
ン

シ
ョ
ウ
、
キ
ブ
シ
、
ク
サ
ギ
、
ク
マ
シ
デ
、
ク
リ
、
コ
ナ
ラ
、
コ
ブ
シ
、
コ

マ
ユ
ミ
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
シ
ラ
カ
シ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ス
ギ
、
ス
ダ
ジ
イ
、

タ
ラ
ノ
キ
、
ツ
ル
グ
ミ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ト
ベ
ラ
、
ヌ
ル
デ
、
ネ
ズ
ミ
モ

チ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
フ
ジ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヤ
マ
ウ

ル
シ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
ユ
ズ
リ
ハ
。

▲観察の様子

▲紅葉する樹木一覧
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③
観
察
し
た
主
な
植

物
ア
オ
キ
、ア
カ
ガ
シ
、

イ
チ
ョ
ウ
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ウ
ワ

ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
エ
ノ
キ
、

エ
ビ
ヅ
ル
、
キ
ブ
シ
、

ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ク
リ
、

ク
ロ
マ
ツ
、
コ
ナ
ラ
、

サ
ネ
カ
ズ
ラ
、
ス
ギ
ナ
、

ノ
ブ
ド
ウ
、
ハ
ゼ
ノ
キ
、

フ
ジ
、
マ
ユ
ミ
、
ム
ラ

サ
キ
シ
キ
ブ
、
モ
チ
ノ

キ
、
ヤ
ツ
デ
、
ヤ
ブ
ツ

バ
キ
、
ヤ
マ
グ
ワ



③
ハ
ン
ノ
キ
の
花
ミ
ニ
知
識

水
に
埋
も
れ
て
も
育
つ
た
め
、
水
田
の
脇
に
並
木
状
に
植
え
て
稲
掛
け
（
は
ざ
架
け
）
の
梁
に
使
っ
た
こ
と
か
ら
「
ハ
リ
ノ
キ
（
梁
の
木
）」

と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
転
化
し
て
ハ
ン
ノ
キ
と
な
っ
た
と
す
る
説
。

・
開
墾
を
意
味
す
る
古
語
「
墾
（
は
り
）」
に
由
来
す
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

④
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
見
分
け
が
難
し
い
グ
ル
ー
ブ
を
葉
を
比
較
し
な
が
ら
観
察
し
た
。

・
ギ
シ
ギ
シ
類
→
ギ
シ
ギ
シ
　ス
イ
バ
　ヒ
メ
ス
イ
バ
　ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
　エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ

・
雑
草
の
代
表
→
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
　ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
　ハ
ル
ジ
オ
ン
　ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

・
菜
の
花
類
→
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
　セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
。

・
タ
ン
ポ
ポ
類
→
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ホ
　セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

⑤
観
察
し
た
主
な
植
物

ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
ニ

タ
ビ
ラ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
ガ
マ
、
キ
ツ
ネ
ア
ザ

ミ
、
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
コ
ナ
ラ
、
シ
キ
ザ

ク
ラ(

四
季
桜)

、
シ
ロ
ダ
モ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
セ
イ
バ
ン
モ

ロ
コ
シ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
ナ
ガ
ミ
ヒ

ナ
ゲ
シ
、
ヌ
カ
キ
ビ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ブ
タ
ナ
、
ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
マ
ツ
カ
サ
ス
ス
キ
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
、

ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ヨ
モ
ギ
、
雑
種
タ
ン
ポ
ポ
。

●
2
月
15
日
（
土
）
　押
し
ば
標
本
作
成
方
法

(1)
コ
ー
ス
　交
流
館
内

(2)
観
察
内
容

押
し
葉
標
本
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
８
月
実
施
の
内

容
に
同
じ
。
今
回
は
植
物
標
本
の
楽
し
み
方
を
学
習
し
た
。

①
植
物
標
本
の
楽
し
み
方
　～
観
察
記
録
を
残
そ
う
～

標
本
は
実
物
資
料
と
し
て
た
い
へ
ん
重
要
な
も
の
で
す
が
、
標

本
と
あ
わ
せ
て
観
察
記
録
や
写
真
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
も
上
手
に
整

理
す
れ
ば
貴
重
な
資
料
に
な
る
。

・
情
報
カ
ー
ド
　標
本
ラ
ベ
ル
の
情
報
や
野
帳
に
記
録
し
た
情
報
を

カ
ー
ド
に
記
録
す
る
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

作
る
。

・
写
真
　デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
必
要
で
す
。

・
ス
ケ
ッ
チ
　白
黒
の
牧
野
図
鑑
が
お
す
す
め
。

・
デ
ジ
タ
ル
植
物
図
鑑
　ス
キ
ャ
ナ
を
使
っ
て
、
採
集
し
た
ば
か
り

の
新
鮮
な
植
物
画
像
を
取
り
込
む
。

・
コ
ピ
ー
標
本

・
生
き
も
の
マ
ッ
プ
　観
察
し
た 

生
き
も
の
を
地
図
上
に
記
録
す

る
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
動
的
に
生
育
地
点
を
表
示
。

●
3
月
22
日
（
土
）
春
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
　交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

①
次
の
項
目
に
つ
い
て
観
察

し
た
。

・
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
と
セ
イ

ヨ
ウ
ア
プ
ラ
ナ
の
区
別

・
ハ
ン
ノ
キ
の
雄
花
と
雌
花

・
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
本
物

か
？

・
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
は
い
つ
落
葉

す
る

・ 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
の
花
芽

・
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
の
違
い
→
ハ
ル
ジ
オ
ン
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
ヒ

メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ブ
タ
ナ
、
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
な
ど
。

・
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
は
外
来
種
の
ミ
チ
タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ

・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

・
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
と
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ

・
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
花
の
秘
密

・
花
の
色
は
ピ
ン
ク
と
濃
い
ピ
ン
ク
の
2
色
。
→
上
の
花
び
ら
が
ピ

ン
ク
、
下
の
花
び
ら
が
濃
い
ピ
ン
ク
。

・
花
は
5
枚
の
花
び
ら
。
正
面
か
ら
見
て
一
番
後
ろ
に
あ
る
花
び
ら

は
大
き
な
1
枚
で
、
中
央
に
2
枚
の
花
び
ら
が
合
わ
さ
っ
て
袋

の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
、
そ
の
外
側
に
小
さ
な
花
び
ら
が
2
枚
。

中
央
の
大
き
な
2
枚
の
花
び
ら
の
な
か
に
雄
し
べ
と
雌
し
べ
が

入
っ
て
い
る
。

②
観
察
し
た
主
な
植
物

ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
、
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
、
イ
モ
カ
タ
バ
ミ
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
オ
オ
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
オ
ッ
タ
チ
カ
タ

バ
ミ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
カ
ラ
シ

ナ
、
ガ
マ
、
キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
、
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
、
ク
ズ
、
ク
ヌ
ギ
、
ケ
ヤ
キ
、

コ
ス
ミ
レ
、
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
、
コ
ハ
コ
ベ
、
コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
、
シ
ロ
ダ

モ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
、
ス
ギ
ナ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
ス

ズ
メ
ノ
ヤ
リ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
チ
チ
コ
グ
サ
、
ナ
ガ
バ

ギ
シ
ギ
シ
、
ナ
ガ
バ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
ニ

ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
ネ
ジ
バ
ナ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ノ
ビ
ル
、
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
、
ハ
ル

ジ
オ
ン
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
、
ブ
タ
ナ
、
ヘ
ラ
オ
オ

バ
コ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
マ
ツ
バ
ウ
ン
ラ
ン
、
ミ
チ
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
メ
マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ(

八
重
桜)

、
ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
、

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
、
ヨ
モ
ギ
。

▲観察の様子

▲観察の様子

▲アレチウリの実▲エゾノギシギシ

▲カナムグラ▲オオアレチノギク

▲ウラジロチチコグサ▲オオイヌノフグリ

▲オッタチカタバミ

▲セイタカアワダチソウ▲ハルジオン

▲キツネアザミ▲ナガミヒナゲシ▲ヘラオオバコ

▲オランダミミナグサ

▲セイヨウカラシナ▲ヒガンバナ

▲キュウリグサ▲ノゲシ▲ホトケノザ

▲カラスノエンドウ

▲セイヨウタンポポ▲ヒメオドリコソウ

▲スイバ▲ハハコグサ▲ヨモギ

●
1
月
18
日
（
土
）
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
冬
越
し
す
る
植
物

を
探
す

(1)
コ
ー
ス
　交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
冬
越
し
す
る
植
物
を
探
し
な
が
ら
、
オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
リ
や
ハ
ン
ノ
キ
の
花
を
観
察
し
た
。

①
植
物
の
葉
が
『
バ
ラ
の
花
び
ら
の
よ
う
に
放
射
線
状
に
並
ん
だ

形
状
』
を
、
ロ
ゼ
ッ
ト
（
英
語
で
『rosette

』）
あ
る
い
は
ロ
ゼ
ッ

ト
葉
と
呼
ぶ
。
次
の
よ
う
な
植
物
を
探
し
た
。

②
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
ミ
ニ
知
識

明
治
の
初
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
帰
化

植
物
。
別
名「
星
の
瞳
」。
オ
オ
バ
コ
科
ク
ワ
ガ
タ
ソ
ウ（
ベ
ロ
ニ
カ
）

属
、
ネ
モ
フ
ィ
ラ
は
ム
ラ
サ
キ
科
ネ
モ
フ
ィ
ラ
属
。
花
は
葉
腋
ご

と
に
1
個
ず
つ
。
花
冠
は
長
さ
1 

cm
内
外
で
深
く
4
裂
。
花
は
太

陽
の
光
に
よ
っ
て
開
閉
し
、
1
日
で
落
花
。
花
の
中
央
の
1
本
が

め
し
べ
、
そ
の
外
側
の
2
本
が
お
し
べ
。

7273



③
ハ
ン
ノ
キ
の
花
ミ
ニ
知
識

水
に
埋
も
れ
て
も
育
つ
た
め
、
水
田
の
脇
に
並
木
状
に
植
え
て
稲
掛
け
（
は
ざ
架
け
）
の
梁
に
使
っ
た
こ
と
か
ら
「
ハ
リ
ノ
キ
（
梁
の
木
）」

と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
転
化
し
て
ハ
ン
ノ
キ
と
な
っ
た
と
す
る
説
。

・
開
墾
を
意
味
す
る
古
語
「
墾
（
は
り
）」
に
由
来
す
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

④
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
見
分
け
が
難
し
い
グ
ル
ー
ブ
を
葉
を
比
較
し
な
が
ら
観
察
し
た
。

・
ギ
シ
ギ
シ
類
→
ギ
シ
ギ
シ
　ス
イ
バ
　ヒ
メ
ス
イ
バ
　ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
　エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ

・
雑
草
の
代
表
→
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
　ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
　ハ
ル
ジ
オ
ン
　ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

・
菜
の
花
類
→
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
　セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
。

・
タ
ン
ポ
ポ
類
→
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ
ホ
　セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

⑤
観
察
し
た
主
な
植
物

ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
ニ

タ
ビ
ラ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
ガ
マ
、
キ
ツ
ネ
ア
ザ

ミ
、
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
コ
ナ
ラ
、
シ
キ
ザ

ク
ラ(

四
季
桜)

、
シ
ロ
ダ
モ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
セ
イ
バ
ン
モ

ロ
コ
シ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
ナ
ガ
ミ
ヒ

ナ
ゲ
シ
、
ヌ
カ
キ
ビ
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ブ
タ
ナ
、
ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
マ
ツ
カ
サ
ス
ス
キ
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
、

ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ヨ
モ
ギ
、
雑
種
タ
ン
ポ
ポ
。

●
2
月
15
日
（
土
）
　押
し
ば
標
本
作
成
方
法

(1)
コ
ー
ス
　交
流
館
内

(2)
観
察
内
容

押
し
葉
標
本
作
成
方
法
に
つ
い
て
は
令
和
６
年
８
月
実
施
の
内

容
に
同
じ
。
今
回
は
植
物
標
本
の
楽
し
み
方
を
学
習
し
た
。

①
植
物
標
本
の
楽
し
み
方
　～
観
察
記
録
を
残
そ
う
～

標
本
は
実
物
資
料
と
し
て
た
い
へ
ん
重
要
な
も
の
で
す
が
、
標

本
と
あ
わ
せ
て
観
察
記
録
や
写
真
、
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
も
上
手
に
整

理
す
れ
ば
貴
重
な
資
料
に
な
る
。

・
情
報
カ
ー
ド
　標
本
ラ
ベ
ル
の
情
報
や
野
帳
に
記
録
し
た
情
報
を

カ
ー
ド
に
記
録
す
る
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

作
る
。

・
写
真
　デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
必
要
で
す
。

・
ス
ケ
ッ
チ
　白
黒
の
牧
野
図
鑑
が
お
す
す
め
。

・
デ
ジ
タ
ル
植
物
図
鑑
　ス
キ
ャ
ナ
を
使
っ
て
、
採
集
し
た
ば
か
り

の
新
鮮
な
植
物
画
像
を
取
り
込
む
。

・
コ
ピ
ー
標
本

・
生
き
も
の
マ
ッ
プ
　観
察
し
た 

生
き
も
の
を
地
図
上
に
記
録
す

る
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
動
的
に
生
育
地
点
を
表
示
。

●
3
月
22
日
（
土
）
春
の
植
物

(1)
コ
ー
ス
　交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

①
次
の
項
目
に
つ
い
て
観
察

し
た
。

・
セ
イ
ヨ
ウ
カ
ラ
シ
ナ
と
セ
イ

ヨ
ウ
ア
プ
ラ
ナ
の
区
別

・
ハ
ン
ノ
キ
の
雄
花
と
雌
花

・
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
本
物

か
？

・
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
は
い
つ
落
葉

す
る

・ 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
の
花
芽

・
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
の
違
い
→
ハ
ル
ジ
オ
ン
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
ヒ

メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ブ
タ
ナ
、
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
な
ど
。

・
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
は
外
来
種
の
ミ
チ
タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ

・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
と
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ

・
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
と
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ

・
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
花
の
秘
密

・
花
の
色
は
ピ
ン
ク
と
濃
い
ピ
ン
ク
の
2
色
。
→
上
の
花
び
ら
が
ピ

ン
ク
、
下
の
花
び
ら
が
濃
い
ピ
ン
ク
。

・
花
は
5
枚
の
花
び
ら
。
正
面
か
ら
見
て
一
番
後
ろ
に
あ
る
花
び
ら

は
大
き
な
1
枚
で
、
中
央
に
2
枚
の
花
び
ら
が
合
わ
さ
っ
て
袋

の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
、
そ
の
外
側
に
小
さ
な
花
び
ら
が
2
枚
。

中
央
の
大
き
な
2
枚
の
花
び
ら
の
な
か
に
雄
し
べ
と
雌
し
べ
が

入
っ
て
い
る
。

②
観
察
し
た
主
な
植
物

ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
、
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
、
イ
モ
カ
タ
バ
ミ
、

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ
、
オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
オ
オ
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
オ
ッ
タ
チ
カ
タ

バ
ミ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、
カ
ラ
シ

ナ
、
ガ
マ
、
キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
、
キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
、
ク
ズ
、
ク
ヌ
ギ
、
ケ
ヤ
キ
、

コ
ス
ミ
レ
、
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
、
コ
ハ
コ
ベ
、
コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
、
シ
ロ
ダ

モ
、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
、
ス
ギ
ナ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
ス

ズ
メ
ノ
ヤ
リ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
ア
ブ
ラ
ナ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
チ
チ
コ
グ
サ
、
ナ
ガ
バ

ギ
シ
ギ
シ
、
ナ
ガ
バ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
ニ

ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
、
ネ
ジ
バ
ナ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ノ
ビ
ル
、
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
、
ハ
ル

ジ
オ
ン
、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、
フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
、
ブ
タ
ナ
、
ヘ
ラ
オ
オ

バ
コ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
マ
ツ
バ
ウ
ン
ラ
ン
、
ミ
チ
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
メ
マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ(

八
重
桜)

、
ヤ
エ
ム
グ
ラ
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
、

ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ボ

ウ
シ
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
、
ヨ
モ
ギ
。

▲観察の様子

▲観察の様子

▲アレチウリの実▲エゾノギシギシ

▲カナムグラ▲オオアレチノギク

▲ウラジロチチコグサ▲オオイヌノフグリ

▲オッタチカタバミ

▲セイタカアワダチソウ▲ハルジオン

▲キツネアザミ▲ナガミヒナゲシ▲ヘラオオバコ

▲オランダミミナグサ

▲セイヨウカラシナ▲ヒガンバナ

▲キュウリグサ▲ノゲシ▲ホトケノザ

▲カラスノエンドウ

▲セイヨウタンポポ▲ヒメオドリコソウ

▲スイバ▲ハハコグサ▲ヨモギ

●
1
月
18
日
（
土
）
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
冬
越
し
す
る
植
物

を
探
す

(1)
コ
ー
ス
　交
流
館
周
辺

(2)
観
察
内
容

ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
冬
越
し
す
る
植
物
を
探
し
な
が
ら
、
オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
リ
や
ハ
ン
ノ
キ
の
花
を
観
察
し
た
。

①
植
物
の
葉
が
『
バ
ラ
の
花
び
ら
の
よ
う
に
放
射
線
状
に
並
ん
だ

形
状
』
を
、
ロ
ゼ
ッ
ト
（
英
語
で
『rosette

』）
あ
る
い
は
ロ
ゼ
ッ

ト
葉
と
呼
ぶ
。
次
の
よ
う
な
植
物
を
探
し
た
。

②
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
ミ
ニ
知
識

明
治
の
初
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
帰
化

植
物
。
別
名「
星
の
瞳
」。
オ
オ
バ
コ
科
ク
ワ
ガ
タ
ソ
ウ（
ベ
ロ
ニ
カ
）

属
、
ネ
モ
フ
ィ
ラ
は
ム
ラ
サ
キ
科
ネ
モ
フ
ィ
ラ
属
。
花
は
葉
腋
ご

と
に
1
個
ず
つ
。
花
冠
は
長
さ
1 

cm
内
外
で
深
く
4
裂
。
花
は
太

陽
の
光
に
よ
っ
て
開
閉
し
、
1
日
で
落
花
。
花
の
中
央
の
1
本
が

め
し
べ
、
そ
の
外
側
の
2
本
が
お
し
べ
。
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